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様々な補助動詞とf;í~合 L て íili必することも1IJJ，j，U，叫択の使m1s:左右する。この例として「寝る」が
挙げられる。学習者は日本語の 「似る」に対応するタイ tl? の~j!h~;ilJ を 「じっとする様J 1眠るJ等
といった「状態を示すJfil!.均面M;ijと結びっく)1;を連立lすれば、 日こ」がfl!:われるが、 「寝てごろ
ごろするJという「動作を示すJí'lfl ゆj !/!JJ詞とい合する j杉を lli~t!Jすれば、 「でJが使われる。
タイ語の転移は上記の納B)ni>JJ ，;， ij以外に、 タイ誌の州市J:0~味概念lこ も見受けられる 。 タイ語の動















よる「をj の使用は中級学習者1こは引 に ~!!'I : r.:に ~L られたため、切羽の俄能及び!rJJ認の分類がまだ
正確に把握できないことが原因でiき択される「企」の使川jは中糾学自i変IjWの特有な現象であると
言及できる。













規則に基づいて「にj と「で」の巡jJ~H~HJ を行っている。 中 iíJ.~の学 i!1者は、既溜 ~ijl織の 「住むJ
「ある」などと対比し、知i似する納~，ij1ざと判断した似合に i士 、 r 1と」を選択し、 「資うJなどと
対比して類似する!即時司だと判断したJ~/j合には「で」 会 j剖パする というように、 1肌~g.Jの知識と関連
付けて、類似性を見出し、助言司が 「存在」 であるのか I制作，Jであるのかにより助詞の「に」と
「でj を使い分ける脱湾知識による言苅処立liのストラテジーを使用している。その反面、上級の
学習者は助詞の用法iこmJして独自の文法規則合的平:しており、 1にj の用法には「存在J r長期
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